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【目的】COVID-19パンデミックに襲われ、地域でともに生きる外国人の保健医療の脆弱さや社会的弱者の問題が

可視化された。そこで本研究では、保健行政におけるCOVID-19への外国人対応の課題に関する文献レビューを

行い、今後の新興感染症に備えた保健行政における外国人対応のあり方について検討することを目的とした。 

【方法】医学中央雑誌およびCiNii Articlesを用いて主題およびキーワード検索を行った。医学中央雑誌から66編

が検出され選択基準に合致した論文は15編であった。CiNii Articlesから9編が検出され選択基準に合致した論文

は5編であった。選択基準に合致した合計20編のうち、重複論文などを除き13編を検討論文とした。検討論文か

ら調査の概要、保健行政が関わる外国人の状況について整理し、外国人対応の課題については記載内容をコー

ドとして抽出し、類似するコードをグループ化してカテゴリにまとめた。 

【結果】外国人の状況として、ネットの情報よりも身近な人からの情報を信頼していること、感染症による休業

への強い懸念があること、日本語能力やヘルスリテラシーは個々で大きく異なること、情報を得ることができ

なかったなどが把握された。また、保健行政におけるCOVID-19への外国人対応への課題として、【コミュニケ

ーション不足の解消】【文化・宗教・在留資格を考慮したケアの提供】【平時からの地域ネットワーク構築】

【ニーズに沿ったワクチン接種や積極的疫学調査等の支援】【医療安全を確保し経済面に考慮した医療提供体

制の構築】【帰国に向けた支援】の6つのカテゴリが抽出された。 

【考察】今後は、医療通訳の利用などコミュニケーション不足を解消し文化・宗教・在留資格を考慮して平時か

らの地域ネットワーク構築が必要であることが考察された。日本に暮らす外国人、特に技能実習生や外国人労

働者の声を聞き、共生、共創の視点から迫りくる新興感染症のリスクに備えて行くことが課題である。 
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I. 緒言 

 

日本では、少子高齢化による労働力不足を補う

ため、2019年4月に改正入管法が施行され技能実習

生や留学生以外に外国人労働者の積極的な受入れ

を進めている。2022年12月末の日本の在留外国人

数は、307万5213人（前年末比11.4％増加）と過去

最高を更新している1)。国籍・地域の数は195に拡

がり、上位3カ国は中国、ベトナム、韓国で、都道

府県別に多いのは東京都、愛知県、大阪府と続く。

一方で、「世界が訪れたくなる日本」へと飛躍す

るため新たな観光立国推進基本計画（2023年3月31

日閣議決定）に基づき訪日外国人旅行者の受け入

れも進めている。新型コロナウイルス感染症（以

下COVID-19）拡大の影響が残るものの、2022年の

訪日外客数は383万2110人、2023年1～5月までの累

計では863万8955人と急増している2)。在留外国人

および訪日外国人の増加に伴い、保健医療分野で

は様々な施策による取り組みがなされてきた。外

国人患者受入医療機関認証制度（JMIP）3)、地方自

治体のための外国人患者受入環境整備に関するマ

ニュアル4)、外国人患者の受入れのための医療機関

向けマニュアル5)の公表や医療機関等を対象とし

た外国人患者に係る相談を受け付けるワンストッ

プ型相談窓口等である。特に、外国人対応が多い

保健行政では「保健行政窓口のための外国人対応

の手引」6)や感染症対応に役立つ多言語資料7)も更

新されてきた。 

しかしながら、2019年末からCOVID‐19パンデミ

ックに襲われ、地域でともに生きる外国人の保健

医療の脆弱さや社会的弱者の問題が可視化された。

特定の国への中傷や攻撃といったヘイト問題が生

じ、社会の分断、偏見や差別をもたらし、在留外

国人が多い地方自治体では技能実習生が共同生活

する寮や在留外国人が多く勤務する工場等でクラ

スターが発生し8)、保健行政が対応すべき新たな課

題が浮き彫りとなった。 

そこで本研究では、保健行政におけるCOVID-19

への外国人対応の課題に関する文献レビューを行

い、今後の新興感染症に備えた保健行政における

外国人対応のあり方について検討することを目的

とした。 

 



 
 

 
 

II. 研究方法 

 

1. 用語の定義 

在留外国人とは、日本政府の出入国在留管理庁

による在留外国人統計1)では「中長期在留者及び特

別永住者」と定義されており、本研究でも同様に

使用した。また、訪日外客とは、日本政府観光局

による調査9)にて「国籍に基づく法務省集計による

外国人正規入国者から日本を主たる居住国とする

永住者等の外国人を除き、これに外国人一時上陸

客等を加えた入国外国人旅行者」と定義されてお

り、本研究では訪日外客を「訪日外国人」という

用語で使用した。さらに、本研究において「外国

人」とは、保健行政窓口における外国人対応の手

引6)と同様に、在留外国人や訪日外国人だけでなく

「外国籍の者および外国にルーツやつながりがあ

る者」と広く捉え使用した。 

なお、本研究で用いる「保健行政における外国

人対応」とは、保健行政窓口のための外国人対応

の手引6)にある入院手続きや入院後の説明、退院支

援など医療機関と連携して行う対応も含むと捉え

使用した。 

2. 文献レビューのプロセス 

国内における支援を検討するため日本国内の論

文に絞り、医学中央雑誌を用いて主題およびキー

ワード検索を行った(表1)。外国人住民の保健行政

に関する論文には原著論文以外に事例や実践活動

の報告などが多いため、会議録以外の論文を対象

とした。また、CiNii Articlesを用いキーワード

検索を行った。検索式は「（外国人 OR 在留 O

R 在日 OR 訪日 OR 訪日外客） COVID-19 

保健」とし、期間は2020年から2023年までとした。 

医学中央雑誌から66編が検出され、対象が日本

における外国人ではない22編、COVID-19以外の対

応に関する27編、COVID-19患者への治療報告のみ2

編を除外し、選択基準に合致した論文は15編であ

った。また、CiNii Articlesから9編が検出され、

日本における外国人に関する記載がない2編、COVI

D-19以外の対応に関する1編、COVID-19での大学生

への影響のみ1編を除外し、選択基準に合致した論

文は5編であった。選択基準に合致した合計20編の

うち、重複論文が4編、同じ著者による同一の記事

3編を除き、13編を検討論文とした。 

検討論文から、調査の概要（発行年、タイトル、

研究目的、研究方法）を収集し、COVID-19に対す

る保健行政が関わる外国人の状況について整理し

た。保健行政におけるCOVID-19への外国人対応の

課題については、記載内容をコードとして抽出し、

類似するコードをグループ化して一つのカテゴリ

にまとめた。困りごとや不安については、それへ

の課題と置き換えて分類した。この作業を繰り返

し課題に関するカテゴリを複数抽出した。 

3. 倫理的配慮 

この研究方法はすでに論文として報告された結

果に基づいており倫理面での問題はない。 

 

III. 結果 

 

1. 調査の概要（表2） 

検討論文の発行年では、2023年が1編10)、2022年

が3編11-13)、2021年が5編3)14-17)、2020年が4編18-21)

であった。研究目的からCOVID-19に関する保健行

政の業務別に分類すると、新型コロナウィルスワ

クチン接種が1編10)、保健所での積極的疫学調査が

3編13)17)19)、医療機関での通院・入院などの支援が8

編3)11)12)14)15)16)18)21)、非営利法人（以下NPO）による

情報発信が1編20)であった。研究方法については、

量的研究が1編11)、質的研究が2編10)17)、事例・活動

報告が10編3)12-16)18-21)であった。量的・質的研究3

編の調査対象者では、外国人が2編10)17)、看護師が1

編11)、保健所職員が1編17)であった。 

2. COVID-19に対して保健行政が関わる外国人の

状況 



 
 

 
 

調査対象者が外国人の2編10)17)から得られた外

国人の状況を表3に示す。調査対象者は日本語ある

いは英語でのコミュニケーションが可能な住民ま

たはコミュニティのキーパーソンで機縁法によっ

て選出されていた。年齢は20～60代で、性別は男

性と女性が含まれた。国籍は中南米とアジア圏が

主要だった。滞日期間は数ヶ月から30年以上にわ

たり、在留資格は定住・永住と留学が多かった。

外国人の状況として、ワクチン接種の対象者であ

ること、無料であること、副反応（発熱など）が

発生する可能性を把握しており、ネットの情報よ

りも身近な人からの情報を信頼していた。また、 

非正規雇用や自営業者が多く、感染症による休業

への強い懸念など社会経済的な脆弱性を多くの住

民が抱えていた。背景の多様性により日本語能力

やヘルスリテラシーは個々で大きく異なっており、

長期滞日者が彼らをサポートする関係性が存在す

ることが明らかになった。 

また、調査対象者が日本人の調査11)17)や事例・

活動報告3)12-16)18-21)から得られた外国人の状況を

表4に示す。情報を得ることができなかった3)15)19) 

20)21)、通訳がおらず細かい症状が伝えられなかった
15)、差別があった12)14)19)、ワクチン接種ができなか

った3)15)、集団感染が発生した15)21)、かかりつけ医

がおらず電話予約ができなかった15)、PCR検査が受

けらなかった16)21)、ホテルや病院での療養が不可で

あった3)15)、母国で提出する陰性証明の発行先が分

からなかった16)などが挙げられた。 

3. 保健行政におけるC0VID-19への外国人対応の

課題 

保健行政におけるCOVID-19への外国人対応の課

題をカテゴリ化した結果を表5に示す。以下､文中

の【】はカテゴリ、＜＞はサブカテゴリを示す。

外国人対応への課題として、【コミュニケーショ

ン不足の解消】【文化・宗教・在留資格を考慮し

たケアの提供】【平時からの地域ネットワーク構

築】【ニーズに沿ったワクチン接種や積極的疫学

調査等の支援】【医療安全を確保し経済面に考慮

した医療提供体制の構築】【帰国に向けた支援】

の6つのカテゴリが抽出された。 

【コミュニケーション不足の解消】では、医療

費未入金や訴訟を回避するための医療通訳（対



 
 

 
 

面・遠隔）の利用や通訳者による入院生活説明書

や看護情報収集カードの確認、行政による通訳者

の確保や公的保障としての通訳者の導入などの＜

医療通訳者（対面・遠隔）の利用や行政による通

訳者の確保＞、言語変換器や携帯翻訳端末による

＜翻訳ツールの活用＞、多言語による相談やコン

テンツの作成、キーパーソンによる対話的情報伝

達（メッセージの受け手の気持ちや受け止め方を

理解したうえでの情報発信）などの＜多言語（母

国語）によるサポート＞、非常時においては多言

語よりもやさしい日本語で要点を抑えタイムリー

に出すことや、日本人の知識や常識が外国人には

当たり前ではない可能性があることも考慮し、説

明を加えインフォグラフィクスを活用することな

ど＜誰もが分かりやすい情報発信＞が挙げられた。 

【文化・宗教・在留資格を考慮したケアの提供】

では、生活習慣や宗教関連行事などを理解し準備

性を高めておく＜文化や宗教の理解＞、非正規滞

在外国人は医療費未収金や入管法上の通報義務が

あること、技能実習生や留学生は家族や先輩によ

るサポートがなく孤立しがちであることなどを理

解する＜非正規滞在外国人、技能実習生や留学生

の理解＞が挙げられた。 

【平時からの地域ネットワーク構築】では、平

時から外国人コミュニティを把握し、緊急時には

迅速にリーダーや接点のある場所にアクセスする

＜外国人コミュニティと代表者等と連携＞、外国

人をサポートする役割が大きいNPO・非政府組織

（以下NGO）と国際保健や公衆衛生人材を抱える研

究機関や大学と連携する＜NPO・NGO・大学との連

携＞、外国籍キーパーソン、行政、学校、地域住

民などとネットワークを構築し情報交換を行うこ

とや、組織階層を自由自在に乗り越えて柔軟に働

きかけ各関係当事者が互いに理解し合うための通

訳を務める通訳型リーダーの養成など＜地域ぐる

みの支援体制＞が挙げられた。 

【ニーズに沿ったワクチン接種や積極的疫学調

査等の支援】では、ワクチン接種では接種日や場

所の指定や電話での予約、職域接種の対象に含め

るなど＜ニーズに沿ったワクチン接種＞、積極的

疫学調査では住宅事情により社会的距離を置くこ

とや隔離措置の理解が難しいことを考慮すること、

ベストプラクティス事例集や標準対応マニュアル

などの整備や対応困難症例を扱う専門アドバイザ

ーを派遣すること、宿泊療養施設等へ移動するま

での滞在延長や延泊を認める協力体制を構築する

など＜ニーズに沿った積極的疫学調査、宿泊療養

施設やマニュアルの整備＞が挙げられた。 

【医療安全を確保し経済面に考慮した医療提供

体制の構築】では、入院前の十分な説明や安全レ

ベルの担保など＜医療安全の確保＞、事前の支払

力の確認や未払い医療費や無料低額診療への補助

など制度を整えることや、言葉の不自由な外国人

を考慮した都道府県医療計画の策定など＜未収金

の対応や外国人を考慮した都道府県医療計画＞が

挙げられた。 

【帰国に向けた支援】では、帰国の際に日本の

退院基準以上の検査項目や診断書が必要な国への

対応など＜帰国や異動予定の確認と書類の準備＞

が挙げられた。 

 

IV. 考察 

 

1. コミュニケーション不足を解消し、背景に考

慮した平時からのネットワーク構築の必要性 

C0VID-19に対する保健行政による外国人対応で



 
 

 
 

は、コミュニケーション不足の解消が挙げられ、

厚生労働省の取り組みや日本医師会による医療通

訳サービス（電話医療通訳・機械翻訳）の取り組

みもあるが16)、未だ問題が多い現状が明らかにな

った。兵庫県にある多言語センターFACIL22)では、

在住外国人のエンパワメントとクライアントの業

務課題の解決の実現を目指し、多くの翻訳通訳登

録者が様々な言語に対応しリーズナブルな料金で

利用できるシステムを構築した取り組みもある。

そのような取り組みの普及も必要ではあるが、欧

米では通訳をつけるのが義務化されており15)、公

的な医療通訳制度や社会保障としての整備も引き

続き求めていきたい。また、同国人のキーパーソ

ンからの対話的情報伝達が有用であることが把握

され10)、対話型の情報伝達はカスタマーサポート

やオンラインチャットボットなど広く使用されて

おり、地域の実情に合わせてキーパーソンによる

対話型情報伝達の導入も必要である。 

また、文化・宗教・在留資格を考慮したケアの

提供では、特に、入管法上の通報義務や社会的脆

弱者である非正規滞在外国人に差別の矛先が向け

られ公的サービスへの根本的な不信から生活をよ

り劣悪にしていることが把握された14)。日本政府

は非正規滞在外国人の帰国を推進しているが救済

措置として在留特別許可も定めており、よりサポ

ーティブな仕方で正規化することが求められる。

技能実習生や留学生も同様で寮の同僚が発熱し病

院へ行ったが診察もPCR検査もしてもらえず、生き

ていくために必要な経済的基盤が脅かされ保証さ

れない現状も把握され21)、経済困窮に対する対策

（特別定額給付金の申請等）や健康不安に対する

相談窓口の充実が必要である。 

さらに、日頃から行政機関において、外国人を

取り囲む外国人コミュニティやその代表者・キー

パーソン、学校、職場、国際交流団体との接点の

ある部局、大学などと顔の見える関係づくりを進

めていくことが考察された。東京都北区保健所に

おける報告19)では、大学支援チームに協力を依頼

し、外国人が経営する食品販売店や飲食店にて聞

き取りを行い、コミュニティリーダーの存在やモ

スクの所在を確認してアクセスしたことで感染拡

大防止に繋がったことが報告されている。平時か

ら大学等と連携し、外国人の状況を把握または更

新することが必要である。また、同国人集団、家

族内、世代間でも価値観の違いを反映していると

思われる分断やギャップがあることも把握されて

おり12)、組織階層を自由自在に乗り越えて柔軟に

働きかけ、各関係当事者が互いに理解し合うため

の通訳を務める「通訳型リーダー」の養成も求め

られている。 



 
 

 
 

2. 新興感染症に備えて共生、共創の視点から保

健行政による外国人対応を考える 

接種日と場所の指定、電話予約、職域接種など

ニーズに沿ったワクチン接種の実施、社会的距離

を置くことが不可能な場合が多いことを理解した

積極的疫学調査の実施など具体的な課題が明らか

になった。日頃からのホテルとの連携強化、帰国

や異動予定の確認と求められる書類の準備など帰

国までの支援が必要である。COVID-19は感染症法

における「指定感染症」に区分されており治療費

は公費で賄われている。公的健康保険の加入の有

無は関係ないので外国人にも治療が開かれている

が14)、医療安全も担保し公費負担の適応以外の医

療費は未収金になるリスクに備えるために行政と

して外国人を考慮した都道府県医療計画の策定も

必要である。 

本研究の限界点は、2種類のデータベースしか使

用せずこれらに掲載されていない論文の見落とし

が否定できないこと、会議録を検討対象から除い

ているので最新の問題や逸話的な内容を見落とし

ている可能性があること、日本の現状について英

語で書かれた論文は検索条件から漏れることにな



 
 

 
 

ったことである。それらを考慮すると文献レビュ

ーの一般化はできない。今後、日本に暮らす外国

人、特に技能実習生や外国人労働者を調査対象者

の声を聞き共生、共創の視点から迫りくる新興感

染症のリスクに備えて行くことが課題である。COV

ID-19を通して、より外国人技能実習生、留学生、

外国人労働者への生活支援、保健・医療支援にも

光が当てられるようになったこと、この機会をチ

ャンスと捉えていきたい。 

 

V. 結論 

 

保健行政におけるCOVID-19への外国人対応の課

題に関する文献レビューを実施した。その結果、

【コミュニケーション不足の解消】【文化・宗教・

在留資格を考慮したケアの提供】【平時からの地

域ネットワーク構築】【ニーズに沿ったワクチン

接種や積極的疫学調査等の支援】【医療安全を確

保し経済面に考慮した医療提供体制の構築】【帰

国に向けた支援】の6つのカテゴリが抽出された。

今後は、医療通訳の利用などコミュニケーション

不足を解消し文化・宗教・在留資格を考慮して平

時からのネットワーク構築が必要であることが考

察された。日本に暮らす外国人、特に技能実習生

や外国人労働者の声を聞き共生、共創の視点から

迫りくる新興感染症のリスクに備えて行くことが

課題である。 
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